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門
前
之
者
共
今
朝
申
来
。
と
あ
り
。
按
守
る

K
.
立
文
九
年
賀
凶
寺

再
建
の
時
寺
門
主
改
め
、
表
門
主
裏
門
と
た
し
た
れ
ば
、
そ
の
前
迄

は
貨
凶
寺
門
前
と
呼
ぺ
り
。
元
称
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
医
、

筑
間
寺
裏
門
前

同
谷
と
服
せ
た
り
。
前
期
の
由
来
牲
に
、
三
澗
施
の

門
前
十
二
府
有
ν
之
内
.
六
軒
質
問
寺
へ
指
出
す
な
ど
見
ね
た
る
門
前

旅
先
也
。

O 
iJl; 

門

坂

描出
名
質
問
寺
谷
と
い
へ
り
。
此
の
谷
の
坂
路
は
貧
凶
寺
の
裏
門
前
よ

り
材
木
町
へ
出
づ
る
往
来
に
し
て
、
谷
間
の
坂
路
に
小
家
主
建
て
た

り。

袋
異
紀

K
、
一
花
文
六
年
三
月
三
目
覚
保
と
改
一冗
。
同
月
七
日
夜

亥
刻
筑
凶
寺
谷
門
前
地
小
家
よ
り

出
火
。
谷
之
内
七
十
三
軒

焼
失

す
。
叉
究
保
三
年
六
月
甘
一
日
夜
大
雨
。
新
坂
町
家
銅
じ
.
貧
国
寺

谷
家
山刷
流
凶
人
死
。
と
見

h
・
叉
払
地
~
一
年
七
月
六
日
七
日
大
一附・

山
ぬ
付
殺
し、

資
凶
寺
谷
一
軒
小
修
理
谷

一
軒
出
る
。
と
あ
り
。
文

由民
脳
七
年
五
月
廿
七
日

八

九

日

巡
雨
、
賓
悶
寺
谷
掛
じ
.
貧
困
寺

服
装
も
少
々
扶
宇
o
と
い
ム
事
な
ど
貝
ね
た
り
o
往
昔
は
費
闘
寺
の

山
門
此
の
坂
路
の
方
に
建
て
あ
り
し
ゅ
ゑ

K
・由
民
間
寺
谷
と
稀
せ
し

か
ど
・
貸
困
寺
再
建
の
時
山
門
を
馬
坂
口
へ
建
て
、

質
問
寺
谷
は
装

金
部
古
蹟
志
巻
十
一

門
口
と
な
り
し
放
に
裏
門
坂
と
呼
べ
り
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此
の
坂
路
は
‘
い
に
し

へ

小
立
野
の
地

山

附

山

と

税
せ
し
頃
の
ま
主
主
る
幽
谷
陀
て
、
共
の

地
景
焼
石
岨
ち
て
、
谷
川
の
流
れ
、
雑
木
生
ひ
茂
り
た
る
風
景
、
府品

に
人
跡
絶
え
た
る
幽
谷
の
樵
道
の
如
く
、

金
部
市
中
の
地
景
陀
非

十
。
故
に
文
人
枇
容
は
共
の
地
交
を
筑
し、

出骨
は
鷲
の
初
雪
を
待
ち
、

或
は
時
山崎
の
音
信
を
聞
き
て
詩
歌
を
作
れ
り
。
此
の
谷
は
百
干
支
木

の
橋
下
よ
り
つ
い
お
き
た
る
淡
に
て
、
そ
れ
よ
り
材
木
町
へ
山
づ
る
ま

で
の
谷
間
の
風
致
は
、
質
に
共
の
地
景
信
濃
の
木
骨
回
路
に
似
た
り
と

て
、
此
の
地
を
木
合

J

谷
と
雅
名
す
o
故

K
明
治
陵
務
医
師
脚
の
際
、
金

津
市
中
町
名
ど
も
戸
絡
編
成
陀
付
吉
改
革
せ
し
頃
、

資
閥
寺
裏
門
前

な
ど
の
栴
を
践
し
‘
彼
の
雑
名
に
抽
出
っ
て
、
此
の
地
溢
を
更
に
木
曾

町
と
町
名
を
建
て
た
り
。
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此
の
坂
は
.
昔
小
立
野
山
上
の
勝
山
村
な
り
し
頃
は
.
間
引
村
の
州民
夫

牧
設
の
草
苅
場
に
て
、
共
の
頃
草
苅
の
良
夫
牧
宜
、
馬
主
皐
吉
て
此

の
坂
路
を
往
来
す
る
岨
坂
な
る
に
依
っ
て
‘
馬
坂
と
い
ひ
た
ら
は
せ

し
と
い
ひ
体
へ
た
り
。
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三
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に
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た
り
。
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よ
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一
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下
る
間
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